
相談記録表 相談会場：       No.     開始時間：  時  分／終了時間：  時  分 

〇相談種類： １．電話   2．対面  ◯（対面の場合）食料支援  １．受けた  ２．受けていない 

相談日 2024  年   月   日 記録者   

性別  1．男性  2．女性  3．その他 年齢 

   

歳 

代 

職業 

（産業） 

（                        ） 

【例：自動車の組み立て工場】のように、具体

的に書いてください。無職は無職。別紙も参照 

職業 

（地位） 

1．自営業主 2．家族従事者 3．フリーランス（個人事業主） 4．会社などの役員 

5．正規の職員・従業員  6．パート・アルバイト ７．契約社員 8．労働者派遣事業所の派遣社員  

9．嘱託  10．その他  11．地位不明   12．無職→ （ コロナの影響 あり ／ なし ／ 不明 ） 

相談 

概要 

生活費問題→（□生活保護→【□未受給（申請中）／□受給済み】  □給付金・助成金  □その他 ）  

住宅問題 →（□家賃滞納   □住宅ローン滞納  □その他 ） 

□債務問題  □労働問題（被雇用者）  □事業問題（事業者）  □家庭問題    □健康問題    

□その他（                                                       ） 

相談概要（※（特に特徴的なケースについては）他の人が読んでもわかるように詳しく書いてください。 

□ ご本人ではなく、別居の親族や友人・知人などについての相談の場合は、左の□にチェックを入れてください。 

□ つながる電話経由の電話である場合は、左の□にチェックを入れてください（電話相談の場合のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

回答概要 

□ 相談会へのクレームや愚痴などと思われる場合は、左の□にチェックを入れてください。 

 

 

 

処理 
□ 終了   □ 相談継続   □ 受任予定   □ 中断（途中で向こうから切ったなど【電話のみ】）    

□ 他に引継（引継先：                                              ） 



以下、項目を確認しながらできる限り埋めてください（不明の場合はその項目を大きく✕） 

同居人数 

（本人含） 

     人 

（2名以上

の場合⇒ 

２人以上

の場合の

同居者に

○ 

配偶者 ・ 祖父 ・ 祖母 ・ 父 ・ 母 ・ 兄弟姉妹 ・子① (     歳）  

子② (     歳）・子③ (     歳）・子④ (     歳）・子⑤(     歳）     

友人知人・ その他（                          ） 

居住 

地域 

県         市・区 

町・村 

現在の預貯金

＋手持ち金 

本人：                   円 

世帯：               円（本人除く） 

コロナ前の 

月収  

本人：           円  

世帯：           円（本人除く） 
現在の月収 

本人：                   円 

世帯：               円（本人除く） 

現在の滞納や

借金について 

1．有 2．無 （有の場合は下の該当項目に○） （滞納・借金合計：              ） 

公共料金 ・ 住宅ローン ・ 家賃 ・ 携帯料金 ・ 公的保険料（医療・年金） ・ 税 ・ 

 その他（                 ） ／借金 （←消費者金融 ・カード・友人等一つでもあれば〇） 

現在の主な

居住形態 

1．持ち家 2．借家（＊） 3．会社の寮  4．友人の家 5．ネットカフェ等 24時間営業の店 

6．その他（                                      ）  7．不明 

＊）借家の場合の家賃：                   円 

生活保護の

申請の希望 

1．する    

2．しない （理由： 

国に望むことは 

何ですか 

 

 

備考（相談概要の補充等） 

 

 

 

 

 

相 談 者 氏 名  

取材対応の可否 可  ・  否    【可の場合は下に連絡先を記入】 

ご住所：       

 

連絡先（携帯電話等）： 



＊参考：相談者の職業（産業）を尋ねる際に以下の分類を念頭に尋ねてください。 

産業大分類  

 

１．農業・林業・漁業 ２．鉱業・採石業・砂利採取業 ３．建設業  ４．製造業  

５．電気・ガス・熱供給・水道業  ６．情報通信業   ７．運輸業・郵便業  

８．卸売業，小売業   ９．金融業・保険業   １０．不動産業・物品賃貸業  

１１ 飲食業・宿泊業 

１1a．飲食業  11b．宿泊業  11c．遊興飲食店 （風俗含む） 

１2．医療・福祉  １3．教育，学習支援業  １4．複合サービス事業   

１６． サービス業(他に分類されない)  

１６a． 専門サービス・学術研究機関、１６b．洗濯・理美容・浴場、１６c． 旅行業 

１６d．娯楽業 １６e．その他生活関連サービス １６f．廃棄物処理 

１６g．自動車整備・機械修理、１６h．建物サービス業 

１６i．警備  １６j．その他事業サービス 

１７．公務（他に分類されるものを除く） 

１８．分類不能の産業（シルバー人材センターなど）  

１９．無職  

２０．不明   



【注意事項】 

・ 最初のページの右上に相談にかかった時間を加えました。24 時間表記でご記入ください。 

・ その下に、「今回の相談が何回目の相談か」がわかる設問を加えました。2 回以上の場合（今

回を含む）は数字をお書きください。（今回を含みますので「1」はありません） 

・ 職業（地位）のところの「無職」について、コロナの影響で失職したのか、もともと無職な

のかがわかる設問を加えました。無職と回答した場合は、どちらに該当するか聞いていただ

き、どちらかに〇をつけてください。 

・ 相談概要のところに、「□ つながる電話経由の電話である場合は、左の□にチェックを入れ

てください」。という文言を加えました。該当する場合はチェックを入れてください。 

・ 年齢は「〇〇代」と答える人が多いため、年齢の欄に代を付けました。相談者が 48 歳などと

正確に答えてくれた場合は歳に〇をつけてください。○○代と曖昧にしか答えてくれなかっ

た場合は、代の方に〇をつけてください。 

・ 聞き取れなかった項目については、大きく✕をしてください。これにより預貯金などが０円

なのか、それとも聞き取れなかったのかを識別します。（収入が 0 円なので空欄なのか、収入

が聞けなかったために空欄なのかはっきりさせることが必要） 

・ 職業（地位）について，複数かけもちしている場合は、その旨、備考欄に記入してください。 

・ 相談票は A3 で印刷し、左に１枚目、右に２枚目がくるようにしてください。 

・ ３枚目は A4 で印刷し相談の際に手元に置いて、産業を聞くときの参考にしてください。 


